



して、 2017 年 12 月 21 日の学長定例記者会見で再発見のプレス発表と、 資料公開を同 12 月 20 日 (水) か
ら 2018 年 1 月 30 日 (火) まで常設展示室歴史コーナーにて行った。
2. 『新編最上義光事歴』とは





時の 「山形大学附属図書館　本館　63.12.27」 の青印が押されている。その他、 図書館による資料整理シー
ル、整理用貼り紙が各 1 枚貼られている。

























『最上義光事歴』 と 『新編最上義光事歴』 はいずれも未刊行で、 現在ではその存在すら忘れ去られてきた
が、 約百年前の最上義光研究の実証的に高いレベルを窺うことができ、 研究史上重要な意義がある。また、
現在でもなかなか見ることができない義光に関係する記録 ・ 覚書 ・ 古文書等の資料をほぼ網羅しており、 編
年史料集としての価値がある。しかし、 伊佐早が引用した記述と原文書との比較や年次比定、 本資料が写本





岩本篤志編『米沢藩興譲館書目集成　第四巻　林泉文庫書目　解題・解説』(書誌書目シリー ズ9) 朝倉治彦監修 ,
株式会社ゆまに書房（2009）
竹井英文『最上義光』(シリー ズ・織豊大名の研究　第六巻) 戎光祥出版株式会社 (2017)













動から発展して、 実際にボローニャに赴き、 現地の人々と交流する市民団体「チェントロ ・ ポルティコ研究会」









なって設立された。東洋文化関係の蔵書は約 1 万冊にのぼり、 イタリアで最も充実した東洋関係の図書館と
しても利用されている。この研究所にはイタリアにおける有数の浮世絵コレクターのコレクションが寄託されて








命としてかかげ、少ない事業費をやりくりして、特別展は 1976 年より、公開講座は 1981 年からほぼ毎年実施
してきた。また、 2013 年度からは外部資金の調達にも積極的に取り組み、 文化庁の補助事業「地域と共働し
た美術館 ・ 博物館活動支援事業」の採択を受け、 「山形の古文書を未来に伝承するプロジェクト」を行った。
近年の社会構造の変化により、 急速に失われていきつつある地域の歴史を物語る文書の価値を訴え、 伝承
方法を模索していくために、 2 年間にわたって古文書相談会やシンポジウム、 特別展などを実施した。2015
年度は附属博物館の新施設が完成したため、 移転および新展示室の整備事業に追われることが事前に分
かっていたため、文化庁への事業申請はしなかった。















講 演 名 ： 「着物の文様に見る日本人の願い」
開 催 日 ： 2017 年 9 月 21 日（木）16:00 ～ 18:00
会　　  場 ： ボローニャ大学博物館









































参加人数 ： 30 人
2．小括
本シンポジウムにおける海外ゲストの 2 つの報告については科学研究費補助金　基盤研究 A　大学にお





















事 業 名 ： 国際シンポジウム「大学と美術の可能性を求めて」
開催日時 ： 2017 年 10 月 14 日 (土)　13:30 ～ 17:00
場　　所 ： 人文社会科学部 103 教室
【プログラム】
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（ボロー ニャ大学(イタリア) 正規教授 ・ ボロー ニャ大学博物館システム 総責任者）
代読　山本陽史（山形大学学術研究院教授）
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